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 今年で４年目を迎える南会津ふるさとワークステイ事業は、先月11月30

日をもって、今年度の参加募集を終了しました。 

 受入農家の皆様、ご協力いただき、本当にありがとうございました。 

 県内外から延べ１０名が参加し、受入農家指導の下、トマトの栽培管
理、リンゴの収穫などを体験！ 

 参加者からは「もっと田舎暮らしをしたい」「南郷トマトの共同選果場を見学させていた

だき、栽培から出荷まで学ばせていただいた」との声をいただき、それぞれの受入農家宅で

充実した日々を送られたようです。 

 また、今年は９月の関東・東北豪雨災害により、南会津地方の一部地域が甚大な被害を受

け、予定されていたワークステイが中止になりましたが、申込者からは「中止は残念でした

が、１日も早い復興を願っています」との応援メッセージが送られました！ 

※ 南会津町（７名４組）、下郷町（２名）、只見町（１名） 【参加者】 



１ 事業の紹介 

 「田舎暮らし」や「農業」に興味がある方が、受入農家に泊まりながら一緒に農作業

をするというもので、作業の報酬や参加費用はありません。 

 本体験は、参加者様のご希望日程・体験希望作物に沿って、事務局（南会津農林事務

所）が農家さんと日程を調整するものです。 

２ 平成２７年度受入募集期間 

平成27年4月1日（水曜日）～平成27年11月30日（月曜日） 

３ コース ※Ｈ２７実績 チャレンジコース（９名）、猫の手コース（１名） 
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５ これまでの参加人数 

 参加者を広く募集するため、「新・農業人フェア」への参加・ホーム

ページやFacebookなどを活用し、募集活動を展開！ 

 また、「新・農業人フェア」では、只見町や

南会津町と連携し、合同で就農・移住の相談を

行うほか、受入農家の目黒さん、新規就農者の

中島さん夫妻（南会津町）にご協力していただ

き、ワークステイ及び新規就農について、ＰＲ

しました！ 

  

  

【PRパンフレット】 【農業人フェアへの参加】 

４ ＰＲ活動 

（人） 
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６ 参加者アンケート結果 （※有効回答数７名） 

（１）本事業を知ったきっかけは何ですか？ 

（３）農作業の感想 

（２） 参加を決めた理由は？ 

（４） ワークステイを体験して、どのように感じましたか？ 

（５） 感想等 

（複数回答） 

（複数回答） 
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 他県などからの小・中学生等を受け入れて、農村

生活を体験してもらう「農家民泊」を県内でも特

に！南会津地域では積極的に取り組んでいます。 

 

 普段は、都会で生活をしているため、自然や農作

業に触れ合ったことがない子供たちにとっては、南

会津の農村生活がとても貴重な体験になります。 

 

 「受入ってどんなことするの？」「興味はある

けど、自分にできるか不安」という方は、まずは、ワークステイの受入農家からはじめ

てみませんか？  

   

  

 今年度のワークステイ事業及び次年度事

業構築に向けて、受入農家皆様のご意見を

頂戴するため、平成２８年２月頃に受入農

家交流会を開催する予定です。 

万障お繰り合わせの上、ご参加ください！ 

※交流会の開催日等は 

年明けにお知らせ 

します。 

 

 受入農家の皆様、参加者との交流はいかが

でしたか？ 

 今年度の受入は昨年に比べ減少しました

が、嬉しいことに！ワークステイをきっかけ

に、農家さんと交流が続いている方もいらっ

しゃいます♪   

 今年度受入されなかった農家さんについて

は、どうか次年度も継続して事業へのご協力

をお願い申し上げます。 

 今年は雪が少なく、例年に比べ暖かい日々

が続いておりますが、くれぐれもご自愛くだ

さいませ。          （齋藤） 

～編集後記～ 


